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１．事業の概要について 
1.1 基本情報（令和４年度４月末時点）  
① 中学校数 49 ② 生徒数 20,294人 ③ 部活動数 634部活 

 
1.2 地域における現状・課題 
・ 部活動を学校教育の一環として捉え、教育課程との関連を図りながら取り組むことによって、これまで大きな成果を上げてきた。し 
かし、部活動指導に負担を感じる教員がいる。また、生徒数が減少している中、部活動数はほとんど変わっていないため、単独チ 
ームでの活動自体が難しくなっている学校も増えてきている。 

・ 運営団体・実施主体の確保、指導者の確保、学校施設利用の可否、大会参加の規定、受益者負担の有無 
 
1.3 実践研究における取組目標 
・ 拠点校において、休日の部活動を「地域クラブ活動」として運営できるような仕組みを構築する。 
・ 運営主体を、地域団体である「地域クラブ」と「スポーツ協会（加盟団体）」が担う。 
・ 指導者を地域人材と協会に登録している指導者が担う。 
・ 月 2回程度活動が実施できるように計画を立てる。 
 
1.4 実践研究の運営体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．地域連携や地域移行の推進に向けた体制整備の取組について 
・ 有識者や保護者・地域・学校・中学校体育連盟（以下「中体連」という。）・中学校文化連盟（以下「中文連」という。）・ス 
ポーツ関係団体・学校教育部・市民部（文化振興担当）などの代表で構成される浜松市地域部活動検討委員会を令和３
年７月に設置し、令和４年５月には文化関係団体を加え、本市における休日の部活動の地域移行について検討を進めてき
た。検討を進めるに当たっては、モデル校を設け、本市の生徒や保護者、教師等にとって、持続可能な活動となるよう運営団体・
実施主体や指導者、活動場所、大会、費用等の多岐にわたる内容について検討を進めた。また、休日の部活動の地域移行に
関する運営方針（案）の策定を目指し協議した。 

 
３．実践研究校における取組について 
3.1 実践研究校情報 
① 実践研究校数 域内全４９中学校のうち、野球で１校、水泳で３校が実践研究に参加 
② 実践研究に取り組んだ部活動数 野球１部活、水泳３部活 
③ 種目 野球、水泳 

 
 



≪主な取組例（１）≫…浜松市立三方原中学校 
① 運営主体 三方原中学校区野球クラブ 
② 種目 野球 ④ 参加者数 ３８人 
④ 活動日 土曜日 ⑤ 活動場所 三方原中学校グラウンド、他 
⑦ 指導者人数 １人 ⑧ 謝金単価 １人あたり 1,600円/時間 
⑨ 指導者属性 保護者会代表 
⑩ 参加会費の有無・金額 参加会費無し        
≪主な取組例（２）≫…浜松市立江西中学校 
① 運営主体 浜名湾游泳協会 
② 種目 水泳 ④ 参加者数 １６人 
④ 活動日 土曜日 ⑤ 活動場所 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場 ToBiO 
⑦ 指導者人数 １人 ⑧ 謝金単価 １人あたり 1,600円/時間 
⑨ 指導者属性 浜名湾游泳協会に登録する協会指導者  
⑩ 参加会費の有無・金額 参加会費有り   （１人あたり︓１００円/回） 

 
3.2 参加者の声（生徒、保護者、教師、指導者等）≫ 
【生徒】                       【保護者】 
                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【指導者】                           【成果と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.3 各実践研究校での取組を通じて挙がった課題や解決方法、取組において特に工夫した点 
【野球】 
・ 保護者が指導者として携わっているため、自分の子供が卒業すれば指導者を続けることが難しいと感じている。その年の保護者に
より運営や指導が大きく異なることが考えられる。このことから、持続可能な指導者の確保が課題となる。 

【水泳】 
・ 受益者負担に対する保護者の理解は一定程度進んでいる。しかし、高額になることには不安を感じている。また、会費の管理体
制や使途を事前に示してほしいなどの声がある。 

 



４．実践研究の成果と今後の課題 
4.1 実践研究での検証から得た成果 
【水泳】 
浜名湾游泳協会が運営主体・実施主体となり、活動をすることができた。また、今後も協会登録指導者を確保することができる。 

【野球】 
三方原中学校野球クラブについては、保護者が運営主体となり、練習試合や練習を行うことができた。学校内施設での活動が中

心だったが、学校外施設での活動やそのための移動も可能であった。 
 
4.2 地域移行における今後の方策、来年度以降のロードマップ等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


